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数学Ⅰ+Ａ　 　３　図形と計量 ◎ ◎ ○

数学Ⅰ+Ａ　 　５　場合の数と確率 ◎ ◎ ○ ○

数学Ⅰ+Ａ　 　４　データの分析 ◎ ○ ◎

数学Ⅰ+Ａ　 　６　図形の性質

数学Ⅰ+Ａ　 　２　２次関数 ◎ ◎ ○ ○

数学Ⅱ+Ｂ+Ｃ　12　数列 ◎ ◎ ○ ◎

数学Ⅱ+Ｂ+Ｃ　13　統計的な推測 ◎ ◎ ○

数学Ⅰ+Ａ　 　１　数と式 ◎ ◎ ○

数学Ⅱ+Ｂ+Ｃ　11　微分法・積分法 ◎ ◎ ○ ◎

数学Ⅱ+Ｂ+Ｃ　14　ベクトル ◎ ◎ ○

◎ ○

数学Ⅱ+Ｂ+Ｃ　７　式と証明・複素数と方程式 ◎ ◎ ○

数学Ⅱ+Ｂ+Ｃ　９　三角関数 ◎ ◎ ○

数学Ⅱ+Ｂ+Ｃ　８　図形と方程式 ◎ ◎

選択するとき
の条件

数学Ⅰ、数学Ⅱを履修していること

使用教科書 使用副教材
東京書籍　攻略！共通テストPickUp　数学Ⅰ＋A、Ⅱ＋B＋C

数研出版　大学入学共通テスト対策／基本と演習　数学ⅠＡ＋ⅡＢ　標準演習PLAN100

数研出版　高等学校「数学Ⅰ」「数学Ａ」「数学Ⅱ」「数学Ｂ」

数研出版　「高等学校　数学C　ナビゲーションノート」

5 6

科　目　の　目　標 道徳教育のねらい

　数学Ⅰ・数学Ａ・数学Ⅱ・数学Ｂおよび数学Cのベクトルの学習内容につ

いて、演習問題を解きながら復習し、基礎事項の確認を図るとともに、実践

力を養うことを目標とする。問題集を主に使用しながら、入試問題、とくに

大学入学共通テストに対応できるよう、問題を精選して演習する。

　数学を活用して考えたり判断したりしようとす

る態度を、工夫して生活や学習をしようする態度

を育てることで、また、生徒が事象を数理的に考

察し、道筋を立てて考え、表現をする能力を高め

ることで、道徳的判断力を養う。

教　科  科　目 単位数 年次・コース 教　科　担　任

数学 数学研究Ｂ 2 ３年次 澤邊　諒

学習活動内容

育てたい６つの力（資質・能力）

1 2 3 4

◎ ◎ ○

○

主体的
学習力

基礎力
思考・
分析力

発信・
表現力

自己認知
・協働力

計画
実行力

数学Ⅱ+Ｂ+Ｃ　10　指数関数・対数関数 ◎

課題提出 ◎ ◎

グループワーク ◎ ◎ ◎

考査 ◎ ◎ ◎

思考・判断・表現 ◎

主体的に学ぶ態度 ○ ○ ◎

◎ ○

評価の方法

　次の３観点において、各資料をもとに総合的に評価し、5段階の評定をする。また、各観点については、到達度により総合的に
評価し、Ａ・Ｂ・Ｃの3段階で評価する。

A：目標に対する到達度が70％～100％ B：目標に対する到達度が45%～69% C：目標に対する到達度が0%～44%

教科・科目における各観点 授業における取組 定期考査など ノートやレポートなどの課題

知識・技能

評価の観点

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学ぶ態度

　数学的活動を通して、各単元において、
事象を数学的に考察し、処理する仕方や
推論の技能を身につけ、的確に問題を解
決できる。

　数学的活動を通して、各単元における
数学的な見方や考え方を身につけ、事象
を数学的に捉え、論理的に考察するととも
に、過程を振り返り多面的・発展的に考察
し、表現できる。

　数学的活動を通して、各単元における
考え方に関心をもつとともに、数学的な見
方や考え方のよさを認識し、それらを事象
の考察に活用しようとする。

○ ◎ ○



数学研究Ｂ　授業計画

　

4 月 7 式と証明・複素数と方程式

( 3 ） SELECT60 ( 3 )

5 月 8 図形と方程式

( 8 ） SELECT60 ( 4 )

単元テスト 単元テスト ( 1 )

9 三角関数

SELECT60 ( 3 )

6 月 10 指数関数・対数関数

( 8 ） SELECT60 ( 3 )

単元テスト 単元テスト ( 1 )

11 微分法と積分法

SELECT60 ( 4 )

7 月 12 数列

( 5 ） SELECT60 ( 4 )

単元テスト 単元テスト ( 1 )

8 月 13 統計的な推測

( 4 ） SELECT60 ( 4 )

9 月 14 ベクトル

( 8 ） SELECT60 ( 4 )

単元テスト 単元テスト ( 1 )

1 数と式

SELECT60 ( 3 )

計 36 計 36

10 月 2 2次関数

( 10 ） SELECT60 ( 5 )

単元テスト 単元テスト ( 1 )

3 図形と計量

SELECT60 ( 4 )

11 月 4 データの分析

( 7 ） SELECT60 ( 2 )

単元テスト 単元テスト ( 1 )

5 場合の数と確率

SELECT60 ( 4 )

12 月 6 図形の性質

( 7 ） SELECT60 ( 3 )

単元テスト 単元テスト ( 1 )

演習 ( 3 )

計 24 計 24

・不確定な事象を数量的にとらえることの有用性
を認識するとともに，事象を数学的に考察し処理
できるようにする。

・三角形や円の図形の性質について理解を深め，
図形の性質を論理的に考察し処理することができ
るようにする。

前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期

・指数・対数関数について理解し，関数について
の理解を深め，活用できるようにする。

・微分・積分の考えを理解し，面積を求めること
ができるようにする。

後
　
　
　
　
　
期

60

・三角関数について理解し，関数についての理解
を深め，活用できるようにする。

・簡単な数列とその和及び漸化式について理解
し、それらを事象の考察に活用できるようにす
る。

・二項分布や標準正規分布を活用した連続した確
率変数の取扱いを理解し、母集団から抽出した標
本平均の推定や母比率の推定、仮説検定に活用で
きるようにする。

・ベクトルについての概念を理解し，図形の性質
や関係をベクトルを用いて表現し，活用できるよ
うにする。

・図形の計量の性質について理解し，角の大きさ
などを用いた計量の考えの有用性を認識するとと
もに，活用できるようにする。

・視覚化・数値化されたさまざまな集計された
データを、目的に応じて分析し、表現・活用する
ことができるようにする。

・方程式・不等式の解法が理解できるとともに、
論理的な思考力をのばし、それらを命題などの考
察に活かすことができるようにする。

・関数を用いて数量の変化を表現することの有用
性を認識するとともに，2次不等式を解くことなど
に活用できるようにする。

計

・等式や不等式を証明することで，論理的思考力
を養い，式と証明についての理解を深める。数の
範囲を複素数まで拡張して２次方程式や因数分解
を利用して高次方程式を解くことができるように
する。

・座標や式を用いて、基本的な平面図形の性質や
関係を数学的に表現し、事象の考察に活用できる
ようにする。

月
（時数）

単元・考査等 （配当時数） 学習のねらい 学習内容 （配当時間）
単元
実施
時数

実施反省

　　授　業　計　画 実施状況


